
9

2.
612. 35: 612. 39

膽 汁 酸 ノ組 織 糖原 質 ニ及 ボ ス影 響

(第3報 告)

岡山醫科大學病理學敎室(田 部敎授指導)

近 森 茂 明

[昭和6年12月31日 受稿]

Uber den Einfluss der Gallensaure auf die Glykogenbildung in Geweben

Ⅲ .

Histologische Untersuchung der Glykogenbildung aus Glukose in Leber,

Niere, Muskel und Fettgewebe von den　 Gallenblasenfistel tragenden

Kaninchen bei Zufuhr von verschiedenen Kaliumphosphaten

ohne oder mit Cholsaure.

Von

Shigeaki Chikamori.

Aus dem pathologischen Institut, Okayama

(Vorstand:Prof. Dr. H. Tanabe).

Eingegangen am 31. December 1931.

Der Verfasser hat den Einfluss der verschiedenen　 Kaliumphosphate (primar, sekundar

 und tertiar) ohne oder mit Cholsaure auf die Glykogenbildung aus Glukose in Leber,

 Niere, Muskel und Fettgewebe von den Gallenblasenfistel tragenden Kaninchen histolo

gisch untersucht und gefunden, dass die　Glykogenbildung der Leber und der Niere, die

 des Muskels und des Fettgewebes ausgenommen, im allgemeinen durch Zufuhr von ver

schiedenen　 Phosphaten in allen Fallen gesteigert wird, und dass diese Steigerung bei

 Zufuhr von sekundarem　 Phosphat bedeutend starker auftritt, obwohl sie in der Leber in

 allen Fallen viel starker als in der Niere gezeigt wird.

Durch Zufuhr von Phosphaten mit Cholsaure wird die Glykogenbildung in der

 Leber, der Niere und dem Muskel, das primare Phosphat ausgenommen, in allen

 Fallen gesteigert und zwar tritt diese Steigerung der Glykogenbildung bei Zufuhr von

 sekundarem Phosphat mit Cholsaure　 besonders starker auf. Die Glykogenbildung im

 Fettgewebe wurde aber in allen Fallen nicht gefunden.
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10　 近 森 茂 明

Aus diesen Daten scheint mir hervorzugeben, dass die die Glykogenbildung im Organe

 und Gewebe fordernde Wirkung der Gallensaure mit der Phosphatpufferung im innigen

 Zusammenhang steht und das sekundare Phosphat die Wirkung der Gallensaure fur die
 Glykogenbildung fordert, indem es die Wirkung der Gallensaure ersetzt. Der Schluss
 wird also wohl gezogen, dass die die Glykogenbildung fordernde Wirkung der Gallen
saure zum Teile auf der Verschiebung der Phosphatpufferung nach der alkalischen Seite
 hin im Organe und Gewebe bedingt zu sein scheint. (Autoreferat).
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第1章 　 緒 論

膽汁酸 ハ肝臟糖原質新陳代謝ニ密接 ナル關係ヲ有 シ,動 物體内ニ於 ケル膽汁酸ノ增加ハ糖原

質 ノ生成 ヲ促進 シ,減 少ハ之 ヲ抑制 シ以テ肝臟糖原質ノ消長ヲ左右 スルモノナルハ余1,2)ノ 既

ニ實驗證明 セル トコロナ リ．

斯ヵル膽汁酸 ノ糖原 質生成促進作用 ハ如何ナル機轉 ニヨリテ行ハルルモノナリヤ. Bleyer
，

Schmidt3)氏 等 ノ實驗 ニヨレバ葡萄糖 ハ「アルカ リイオ ン」ニョリ分子 ノ變動 ヲ起 シ合成又 ハ分

解 ニ易カラシムル γ糖ノ如キモノニ變化ス ト云 フ．而 シテ伊藤4,5)氏 ハ膽汁酸ハ犬膽汁中ノPH

ヲ高ムルコ トヲ證明 シ,膽 汁酸ハ膽汁及 ビ體液 ノ酸度 ノ調節ヲナスモノナラン ト 定セリ.

他方膽汁酸ガ核蛋白體新陳代謝 ヲ促進 シテ尿中及 ビ膽汁中ニ燐酸鹽ノ增加 ヲ見ルコ トハ,唐
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澤6),畠 山7),關 藤8),岡 村9),河 田10)氏 等 ノ研 究 ニ ヨ リ明 カナ リ.燐 酸 ハ體 内 二第1,第2鹽 ト

シテ存 ス ル コ トハ既 定 ノ事 實 ニ シテ體 内 臟 器 體 液 中 ニハ 第2燐 酸 鹽 多 ク,之 ニ反 シ體 外 ニ排 泄

セラ ル ル燐 酸 鹽 ハ 第1鹽 ガ多 キ コ トハ周 知 ノ事 ナ リ トス.斯 カル燐 酸 鹽 ガ體 内糖 原 質 ノ合 成 竝

ニ糖 ノ分 解 ニ關 與 シテ糖 燐 酸 ガ中 間物 質 トシテ 重 要 ナル 要約 ヲナ ス コ トハEmden11,12,13)氏 等

ノ「ラク トア チ ドゲ ー ン」ノ發 見以來 一般 ニ認 メラル ル所 ナ リ.

既 ニ1911年Harden, Young14,15)兩 氏 ハ釀 母 ノ 「アル コホ ー ル 」醗 酵 ニ際 シ第2燐 酸 鹽 ヲ加

フル 時 ハ醗 酵 旺 盛 トナ リ加 ヘ タ ル燐 酸 鹽 ハ「マ グ ネ シア」合剤 ニ テ沈 澱 セザ ル コ トヲ認 メ其 醗 酵

液 中 ヨ リ糖2燐 酸 ヲ發 見 セ リ.即 チ燐 酸 鹽 ハ糖 燐 酸 ノ生 成 引 ヒテ ハ糖 原 質 ノ合成 及 ピ糖 ノ分 解

ニ重 要 ナ ル意 義 ヲ有 スル コ トヲ知 ル.

上 述 ノ事 實 ヨ リ考 フル トキハ 膽 汁 酸 ノ糖 原 質 生 成 促 進 作 用 ハ「アル カ リ イオ ン」ノ增 加 ニ ヨ リ

テ糖 ノ分 子變 動 ヲ起 シテ糖 原 質 合 成 ヲ易 カ ラ シムル ニ由 ル カ,或 ハ又 核 蛋 白 質 新 陳 代 謝 促 進 ニ

ヨ リ燐 酸 鹽增 量 ヲ來 シ糖原 合成 機轉 タル燐 糖 質 ノ生 成 ヲ促 ス ニ由 來 スル モ ノ ナ ラ ン トノ推 考 ハ

容 易 ニ想 到 シ得 ラル ル トコロ ナ リ トス.

茲ニ於 テ余ハ以上ノ問題ヲ解決セン トシ先ヅ膽汁酸 ノ組織糖原質生成促進作用ニ封スル燐酸

鹽ノ意義ニ就テ實驗的研究 ヲ企テタリ.蓋 シ生體内ニ於ケル燐酸鹽 ノ輸 入ガ糖原生成ニ及ボス

促進作用 ニ就 テハ余 ノ寡聞未ダ之ガ詳細ナル研究 アルヲ知 ラザルナ リ.只 斯波16)氏ガ犬ニ燐酸

鹽ヲ注射 シ肝臟 ニ於ケル「アミノ」酸 ヨリノ糖原質合成 ガ促進 セラレシヲ見タルノミナ リ.併 シ

如何ナル燐酸鹽ヲ用 ヒシカ詳カナラズ．依 ツテ如上ノ目的 ノ外余 ハ諸種 ノ燐酸鹽ヲ膽嚢瘻ヲ有

スル家兎 ニ經 口的ニ與ヘテ,之 ガ肝臟及 ビ腎臟等 ノ組織糖原質生成 ニ及ボス影響 ヲ檢 シテ膽汁

酸 ノ肝臟及 ビ腎臟等ノ組織糖原質生成作用 ヲ促進スル機轉 トノ關係ヲ究 メントセ リ.

第2章 　實 驗 方 法

體重2kg前 後ノ雄性家兎34頭 ヲ甲乙2列 ニ分チ同一條件ノ許 ニ雪花菜 及 ビ人蔘 ヲ以テ飼養

シ,膽 嚢瘻 ヲ手術的二設置 シ膽汁 ヲ流出 セシメ48時 間後 ニ脱血屠殺ス.甲 列家兎(17頭)ニ ハ

屠殺8時 間前ニ豫 メ第1,第2又 ハ第3燐 酸 「カリウム」ヲ1g宛 經口的 ニ投與 シ,乙 列家兎

(17頭)ニ ハ同様 ニ屠殺8時 間前ニ第1,第2又 ハ第3燐 酸「カ リウム」ヲ1g宛 投與 スル ト共ニ

3%「 ヒヨール」酸曹達液ヲ體重1kgニ ツキ5ccノ 割合ニテ經 ロ的 ニ與ヘタリ.

動物屠殺後,肝 臟,腎 臟,大 腿筋肉及 ビ脂肪組織 ヲ速 ニ切取 シ純 「アル コホール」固定,「 ツ

ェロイヂン」切片 トナシBest氏 糖原質染色ヲ施 シテ檢査 ヲ行 ヘリ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節 　 燐酸鹽ヲ投與セル膽嚢瘻家兎ニ於ケル糖原質所見
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12　 近 森 茂 明

第1項 　 第1燐 酸 「カリウム」ヲ投與 セル膽嚢瘻家兎ニ

於ケル糖原質所 見(第1表 参照)

肝臟 糖原質ハ多数 ノ例 ニ於テ豊富 ニ認 メラルルモ

又比較 的微量 ニ見 ラル ルモノ或 ハ全 ク存在 セザ ル例

モア リ,糖 原質出現 ノ高度 ナル例 ニ於テハ小葉周邊

層 ヲ除 ク他 ノ肝細胞 ハ一般 ニ多 量 ノ糖原質顆粒 ヲ以

テ 充滿 セ ラル,糖 原質顆粒 ハ概 ネ微細 ニ シテ其細胞

内 ニ於 ケル分布ハ粗密一定 ナラザレ ドモ時 トシテ甚

ダ シク濃密 ニ存在 スルモノア リ.

腎臟 糖原質 ハ全 ク證明セザ リシ例 ア リ又 之 ニ反 シ

テ其出 現稍 々顯著 ナルモ ノア リ,多 クノ例 ニ アリテ

ハ輕度 ニ認 メラ レ何 レモ專 ラ乳嘴 部集合 管上皮 ニノ

ミ證 明セラル,筋 肉 ニ於 ケル糖原質 ハ或倒 ニ於テハ

稍 々多 量ニ瀰蔓性 若クハ散在性 ニ存在 スル モ又殆 ド

痕跡 状或ハ陰性ナル例 モア リテ共出現程度一定 ナラ

ズ.脂 肪組織 ニ於 テハ全 ク糖原質 ヲ認 メズ.

第1表

第2項 　 第2燐 酸 「ヵリウム」ヲ投與 セル膽嚢瘻家兎ニ

於ケル糖原質所見(第2表 參照)

肝臟 糖原質 ハ僅微 ナル例 アルモ大多數 ノ例 ニ於テ

甚 ダ豐 富 ニ存在 ス,主 トシテ小葉 中心部及 ビ中間層

ニ瀰蔓 性 ニ認 メラ レ顆粒粗大 ナルモ ノ少 カラズ．又

殆 ド小葉全般ニ亙リテ糖原質ハ總テノ肝細胞ニ濃密

ニ充滿 シテ認 メラルル例ア リ．

腎臟 ニ於テハ一般 ニ乳嘴 管及 ビ大集合 管上皮 ニ中

等度 乃至高度 ニ糖原質 ノ出現 ヲ認 ム,殊 ニ乳嘴管上

皮 ニ於テ濃密多量 ナ リ,又 集合管上皮 ニ共 ノ皮質起

始部 ニ至ルヤデー様 ニ稍々著明 ニ糖原質 ヲ證 明セル

例 ア リ.筋 肉糖原質ハ多 クハ出現輕微 ニシテ瀰蔓性

或ハ散在性 ナ リ.脂 肪組織 ニ於 テハ糖 原質 ヲ證明 セ

ズ.

第2表
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第3項 　 第3燐 酸「カ リウム」ヲ投與セル膽嚢瘻家兎ニ

於 ケル糖原質所見(第3表 參照)

肝臟 ニ於 ケル糖 原質ハー般 ニ稍 々豐富 ナ リ,其 出

現高 度ナ ルモノハ小葉周邊層以外 ニ於 テ瀰蔓性 ニ肝

細胞 内ニ糖 原質 ヲ證明 ス,糖 原質ハ微小顆粒状 ニ シ

テ 中等度 ニ充滿 セル モノ多 シ.

腎臟乳嘴 管上皮 ニ於テ 糖 原質 中等度 ニ出現 ス,大

集 合管上皮 ニハ概ネ微量 ノ存 在 ヲ示 ス.筋 肉糖原質

ハ一般 ニ多量ナル例多 シ,筋 繊維内 ニ瀰蔓 性 ニ出現

シ又ハ糖原質 ニ乏 シキ筋繊維 ノ間 ニ糖 原質 ヲ濃厚 ニ

含有スル筋繊維 ガ介 在混交 シテ認 メラル.脂 肪組織

ニハ糖原 質 ヲ證明 セズ．

第3表

第4項 　 燐酸鹽投與例ニ於ケル總括的所見

肝臟 糖 原質ハ第1,第2及 ビ第3燐 酸 「カリウム」

ノ何 レヲ投輿 セル例 ニ於 テモ稍 々豐 富 ニ認 メラレ,

單 ナル膽嚢瘻家兎 ニ於 テ見 ラルルガ如 キ顯著 ナル消

失 ヲ示サズ.糖 原質ハー般 ニ小葉 中心 部及 ビ中間 層

ニ稍 々多量 ニ存在 シ其所見 ハ寧 ロ膽嚢瘻家兎 ニ 「ヒ

ヨール」酸曹達 ヲ投與 セ シ例 ニ略ボ類似 セ リ(第2報

告第3章 參照).然 レ ドモ第2燐 酸 「カ リウム」投

與例 ニ於テハ第1及 ビ第3燐 酸「カ リウム」投與例

ニ於ケル ヨ リ糖原質 ノ出現比較的強盛 ナル モ ノノ如

シ.

腎臟 ニ於 ケル糖原質ハ各例 トモ主 トシテ乳嘴管上

皮 ニ證 明 セラ レ大集 台管上皮 ニ於 テハ出現 ノ程度一

定 ナラズ.一 般 ニ第2燐 酸「カ リウム」投與例 ニ於 テ

ハ第1及 ビ第3燐 酸「カ リウム」投與例 ヨリモ糖 原質

ノ出現張度 ナ リ.

筋肉 ハ第1及 ビ第2燐 酸「カ リウム」投與 例ニ於 テ

ハ糖原質出現一定 ナラズ,第3燐 酸「カ リウム」投與

例 ニ於テ特 ニ稍 々豐富 ナル糖 原質 ヲ證 明セ リ.

脂肪組織ハ總 ベテ ノ例 ニ於 テ糖 原質 ノ出現 ヲ認 メ

ズ.

第2節 　 燐酸鹽及 ビ「ヒヨール」酸 ヲ投與セル

膽嚢瘻家兎ニ於 ケル糖原質所見

第1項 　 第1燐 酸「カ リウム」及 ビ「ヒヨール」酸 ヲ投與 セル

膽嚢瘻家兎 ニ於ケル糖原質所見(第4表 參照)

肝臟 ハ大多 數 ノ例 ニ於テ糖原質 ニ乏 シク僅 ニ小葉

中心部 ニ限局 シテ存 在 シ或 ハ全ク消失 セ リ.腎 臟ハ

糖 原質全 ク陰性或 ハ極 メテ僅微 ニ認 メラルル モノ多

シ,少 數 ノ例 ニ於テハ糖 原質 ヲ乳嘴管 及 ビ大集合管

上皮 ニ少 許 ニ認 メ又時 トシテ腎盞上 皮ニ多少顯 著ナ

ル出現 ヲ示ス.筋 肉 ハ一般 ニ糖 原質 ヲ證 明ス レ ドモ

輕微 ナ リ.脂 肪組織 ニハ糖原質 ヲ認 メズ．
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第4表

第2項 　 第2燐 酸「カリウム」及 ビ「ヒヨール」酸ヲ投與セル

膽嚢瘻家兎ニ於ケル糖原質所見(第5表 參照)

肝 臟ハ大多數 ノ例 ニ於テ糖原質 ノ出現極 メテ高度

ニシテ主 トシテ小葉 中心部及 ビ中間層 ニ於テ甚 ダ シ

ク濃厚 ニ存在 ス,尚 ホ周 邊層ニ於テハ一般 ニ稍 々輕

微 ナレ ドモ瀰 蔓性 ニ認メ ラル,糖 原質顆粒 ハ概 ネ粗

大 ニ シテ肝細 胞内 ニ強 ク充滿セ ラルル モノ多シ.

　腎 臟 ニ於 ケル糖 原質 ハ多 クハ僅少ナル出現 ヲ示

ニ過 ギザ レ ドモ,髄 質 ニ於 ケル總 ベテ ノ集合管 ニ認

メラレ殊 ニ乳嘴部大集合管上皮 ニ於テ極 メテ濃厚 ニ

證明 セラルルモ ノア リ,集 合管 ハ其起 始部 ニ至 ルマ

デ一様 ニ上 皮ニ少許 ノ糖 原質顆粒 ヲ含 有 ス,但 シ部

位 ニヨ リテ ハ共 管腔 内ニ遊離 セル糖 原質顆粒 ヲ 滿

セ リ.

筋 肉ニハ糖原質 ハ時 トシテ 顯著 ニ認 メラ レ又時 ト

シテ僅微 ニ存 ス ルア リテ一定 ナラズ.脂 肪組 織 ニハ

全 ク糖原質 ヲ證明セズ．

第5表

第3項 　 3燐 酸「カリウム」及 ビ「ヒヨール」酸 ヲ投與セル

膽嚢瘻家兎 ニ於ケル糖原質所見(第6表 參照)

肝臟 ニ於 ケル糖 原質 ノ出現 程度ハ 略ボ中等度 ニシ

テ多 クハ小葉 中心部及 ビ中間層 ニ存在 シ周 邊部 ニハ

散在性 ニ少許 認 メラルル ニ過 ギズ,又 肝細胞 ニ於 ケ

ル其 充實度 モ著 シカラズ細微ナル顆粒状 ヲ呈 ス

.腎臟 ニハ髄質 ニ於テ廣汎 ニ集合管上皮 ニ糖 原質 ヲ

證明セ ルモノ1例 ア リ,其 他 ノ例ハ乳嘴部 ニ於 テ少

量 ノ糖原質 ヲ認 ム.

筋肉糖原質 ハ一般 ニ甚ダ僅 微ナ リ.脂 肪組織 ニ於

テハ糖 原質存在セズ.

14
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第6表

第4項 　 燐酸鹽及 ビ「ヒヨール」酸投與例ニ於ケル總括的所見

肝臟 ハ第1燐 酸「カ リウム」投與例 ニテハ糖 原質 ノ

減少消失 著 シ,又 第3燐 酸「カ リウム」投與例 ニテモ

稍 々輕 度 ノ糖 原質減少 ヲ認ム,之 ニ反 シ第2燐 酸「カ

リウム」投與例 ニ於 テハ肝臟糖原質 ノ出現極 メテ高

度 ニ シテ正常家兎 ニ於ケル所見(第2報 告第3章 參

照)ニ 比 シテ殆 ド差 違ナク減少 ヲ認 メズ.

腎臟 ニ於 ケル糖原質ハ第1燐 酸「カ リウム」投與 例

ニテハ出現輕微 ナルモ第2及 ビ第3燐 酸「カ リウム」

投與 例 ニテハ之 ニ比 シテ稍々多 ク.就中第2燐 酸「カ

リウム」投與 例 ニ於テ糖 原質 ノ出現最 モ強度ナ リ.

筋肉ハ第2燐 酸「カ リウム」投 與例 ニ於テ時 トシテ

糖原質出現顯著ナ ルモ ノヲ認 ムルモ第1及 ビ第3燐

酸「カ リウム」投與例 ニテハ一 般 ニ僅 微ナリ.

脂肪組織 ニハ各例共糖 原質 ヲ證明セズ.

第4章　 總 括

家兎ニ膽嚢瘻ヲ造設 シ膽汁ヲ體外ニ流失セシムレバ肝臟 ニ於ケル糖原質ハ著 シキ減少消失ヲ

來 シ,又 力力ル家兎ニ「ヒヨール」酸ヲ投與スレバ肝臟ニ於ケル糖原質ノ滅少ハ顯著ナラザル コ

トハ余既 ニ之ヲ第2報 告ニ述べタリ.

然ルニ膽嚢瘻造設家兎ニ燐酸鹽 ヲ投與セル前章實驗成績 ヲ總括スルニ肝臟糖原質ノ減少ハ甚

ダ輕度 ニシテ,肝 臟阻織ニハ尚ホ著 シキ糖原質 ノ出現 ヲ證明 シ殊 ニ斯カル所見ハ第2燐 酸鹽ヲ

投與 セル例ニ於テ著明ナ リ.故 ニ燐酸鹽殊ニ第2燐 酸鹽ハ肝臟 ニ於ケル糖原質生成ニ密接ナル

關與 ヲナスモノナル コトハ疑ヲ容 レズ,既 ニ結城17)氏 ハPH=7.8ナ ルSohrensen氏 燐酸鹽

混合液ヲ家兎ニ與ヘテ腸内糖ノ吸收ヲ促進スルコ トヲ見タルニヨルモ,コ ハ恐 ラク燐酸鹽殊 ニ

弱「アルカリ」性 ナル第2燐 酸鹽 ガ腸 ニ於ケル糖類吸收 ヲ良好ナラシムル ト同時ニ肝臟 ニ於ケル

糖原質生成 ノ中間物質タル糖燐酸ノ生成 ヲ促進スルニヨルモノナラン.殊 ニ河田18)氏ノ實驗ニ

ヨレバ犬 ニ糖 ヲ與ヘタル時ハ膽汁中ノ燐酸 ガ減却 スルコ トヲ證明 シタルニヨリ,且 攝取 シタル

糖 ヌIsaac19)ノ 所謂反應性ノ糖型ニ變化 スルニハ一定 ノPHヲ 有スル溶媒 ノ體液 ヲ必要 トスル

ニヨリ,燐 酸鹽殊ニ弱「アルカ リ」性燐酸鹽ガ糖原質生成ニ必要ナルモノナルべシ.實 際藤田20)

氏ハPH=7.5-8.05ナ ルSohrensen氏 燐酸鹽混合液 ヲ家兎ニ經ロ的ニ與 フルカ又ハ静脉内ニ

注射 スル時ハ肝臟糖原質 ノ生成 ヲ促スコ トヲ認 メタ リ.以 上述ベタル事實ニヨリテ燐酸鹽殊 ニ

15
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第2燐 酸鹽 ガ肝臟 ノ組織糖原質生成 ニ必要缺クベカラザルコトヲ知ルベ シ.

膽汁酸 ガ膽嚢瘻造設家兎ニ於ケル肝臟 糖原質ノ減失ヲ防止スル作用 アルコ トハ余ノ既 ニ證明

セル所 ナリ.而 シテ前章實驗ニ示 ス如 ク膽汁酸 ト燐酸鹽殊ニ第2燐 酸鹽 トヲ合併投與スレバ肝

臟 ノ糖原質ハ出現最 モ強度 ニシテ膽嚢瘻造設家兎ニ於テモ正常家兎ニ於ケル ト同様ノ所 見ヲ示

シ,糖 原質ハ其分布及 ビ出現程度ニ於テ殆 ド何等ノ影響ヲ蒙 ラザルガ如キ状態ナ リ.即 チ膽汁

酸ハ第2燐 酸鹽 ノ添加ニヨリテ其肝臟糖原質生成ヲ高度 ニ促進セシムルモノニシテ,是 レ唐澤,

畠山,岡 村,關 藤氏等ノ證明セル膽汁酸ガ肝臟 ノ核蛋白新陳代謝ヲ促進シテ尿中及 ビ膽汁中ニ

燐酸鹽 ノ增加 スル成績及 ビ藤原21)氏ガ膽汁酸ヲ家兎ニ投與 シテ尿中第2燐 酸鹽ノ增加ヲミタル

事實ニ鑑 ミ,又 伊藤5)氏 ガ犬ニ膽汁酸ヲ與ヘテ膽汁中及 ビ血中ノ豫備「アルカ リ」ガ增加 シタル

實驗ニ基キテ考フレバ膽汁酸ノ糖原質生成機轉ハ恐ラク體内ニ燐酸鹽殊ニ第2燐 酸鹽 ノ增加ヲ

來 タシテ臟器殊ニ肝臟 ノ燐酸緩衝劑ガ「アルカ リ」性ニ移動 シテ糖 ノ轉質ヲ容易ナラシムル ト同

時 ニ糖原質合成二導カルル中間物質タル糖燐酸ノ生成ヲ促進スルニ依ルナルべ シ.既 二浦城22)

氏 ハ肝臟,筋 肉,腎 臟 ノ糖燐酸合成作用 ハ膽汁酸ニヨリテ促進 セラルルコトヲ證明 シタルニ於

テオ ヤナ リ.

腎臟 ニ於 テハ第1,第2,第3燐 酸盤共ニ糖原質ノ出現封照ニ比 シ一般 ニ著 シクレドモ特ニ第

2燐 酸鹽 ヲ與ヘタル例ニ於 テハ第1及 ビ第3燐 酸鹽ヲ與ヘタル例 ニ比 シ糖原質 ノ出現強度 ナリ.

腎臟 ハ肝臟 ヨリモ糖燐酸ノ如キ燐酸「エステル」分解酵素ヲ多量ニ含有 シ,而モ有機性燐酸「エ

ステル」ノ分解ガ可ナ リ強度ノ「アルカ リ」性 ニ於 テ行 ハルルコ トハNeuberg及Karzag23),

 Kobayashi24)及 ビInouye25)氏 等 ノ研 究ニヨリテ明力ニシテ,而 モ糖原質生成 ノ中間物質タル

糖燐酸「エステル」等ノ合成 ガPH7.53以 上ナル時ハ促進セラルルコトハMartland, Hansmann

及 ビRohison26)氏 等 ノ研究報告セル所ナリ.又Mariott及Haessler氏 ハ糖原質ノ分解セラ

ルル如キ過酸症ニ於テハ腎臟ニ於テ有機性燐酸鹽ハ分解 セラレテ尿中ノ無機燐酸鹽 ヲ作ル ト云

フ.而 モ體濠中ノ第2燐 酸鹽ハ腎臟ニ於テ主 トシテ第1鹽 トナリテ排泄 セラルル事ハ既定ノ事

實 ナリ.以 上ノ事實ニヨリ弱「アルカ リ」性タル第2燐 酸鹽 ガ腎臟ノ糖原質合成ヲ促進 スルハ理

アリト云フベ シ.

筋肉ニ於テハ第3燐 酸鹽 ヲ投與 セル場合ニ糖原質 ノ出現稍々著 シ,斯 力ル現象 ノ因ツテ來ル

所以ハ更ニ研究 ノ上爾後ノ報告ニ待 ツべキナリ.

燐酸鹽ヲ「ヒヨール」酸 ト共 ニ投與 シタル場合ニノ肝 臟,腎 臟共ニ第1,第3ヨ リハ第2燐 酸

鹽 ト共 ニ「ヒヨール」酸 ヲ與ヘタル時 ガ糖原質ノ出現顯著ナ リ.コ ハ以上述ベタル理由ニ基因ス

ル外,膽 汁酸タル 「ヒヨール」酸ノ作用 ニヨリ血中ノ豫備 「アルカ リ」ヲ增加 シ,核 蛋白新陳代

謝 ヲ促進 シテ血中燐酸ノ堆加ヲ來タシ,就 中第2燐 酸鹽ノ增量ヲ來タシ,矢 張 リ前述 セル理由

ニ基 キテ與ヘタル第2燐 酸 ト共 ニ合加的ニ作用 シテ糖原質 ノ生成ヲ健進 スルモノ ト考フベキナ

リ.
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第5章　 結 論

1. 膽嚢瘻造設家兎ニ第1,第2,第3燐 酸 「カリウム」ノ何 レヲ問ハズ之ヲ經ロ的 ニ投與 ス

レバ對照ニ比 シ各例共ニ稍 々豊富ナル肝臟糖原質ノ出現ヲ認ム,單 ナル膽嚢瘻家兎ニ於ケル如

キ糖康質ノ顯著ナル消失ヲ示サズ,就 中第2燐 酸「カ リウム」ヲ投與 セル場合肝臟糖原質 ノ出現

最モ著明ナリ.

2. 腎臟 ニ於ケル糖原質 ノ出現 モ亦一般ニ第2燐 酸 「カ リウム」投與 ノ場合ガ第1,第3燐 酸

鹽ヲ與ヘタル場 合ヨリモ強度ナ リ.

3. 筋肉ニ於テハ第1及 ビ第2燐 酸「カリウム」ヲ投與セシ場合 ハ糖原質出現一定ナラズ ト雖

モ第3燐 酸「カ リウム」ヲ與ヘシ場合 ハ其出現可ナ リ豐富ナリ.脂 肪組織ハ各例 ヲ通ジ糖原質ノ

出現ヲ認 メズ.

4. 第1,第2及 ビ第3燐 酸鹽 ト共 ニ膽汁酸ヲ膽嚢瘻造設家兎ニ經口的ニ與ヘシ場合ニハ第

1燐 酸鹽例 ニ於 テハ肝臟糖原質ノ減少著 シク,第3燐 酸鹽例ニテハ稍々輕度 ノ糖原質減少 ヲ認

メタルニ反 シ,第2燐 酸鹽例ノ場 合ハ肝臟糖原質 ノ出現極 メテ強度 ニシテ正常家兎ニ於ケル所

見 ト殆 ド大差ナシ.

5. 腎臟 ニ於 ケル糖原質所見モ亦第1及 ビ第3燐 酸鹽例 ヨリモ第2燐 酸鹽 ヲ共ニ與ヘタル場

合ガ其出現最 モ著 シク シテ勿論肝臟 糖原質量ニ比 シテ一般ニ少ナケ レドモ其出現關係 ハ兩臟器

全ク同ジナリ.

6. 筋肉ニ於テモ亦第1,第2及 ビ第3燐 酸鹽 ト共ニ膽汁酸ヲ經 ロ的ニ投與 セル楊 合ニハ其

糖原質出現ノ關係ハ肝臟,腎 臟 ニ於 ケル ト稍 々同 ジ趣 ヲ呈 シ,第2燐 酸鹽例ニ於 テ糖原質ノ出

現最モ顯著ナリ.脂 肪組織ニ於テハ各例共ニ糖原質ヲ證明 セズ.

7. 以 上ノ事實ニヨリ膽汁酸 ノ各種臟器組織ニ於ケル糖原質合成作用ハ燐酸鹽 ト密接 ナル關

係 ヲ有 シ,而 モ第2燐 酸鹽 ハ膽汁酸ノ糖原質合成作用 ヲ促進 シテ其作用 ヲ補 ヒ得ルニヨリ,膽

汁酸ノ糖 原質合成 作用ハ少ナク トモ一部臟器及 ビ組織 ノ緩衝劑タル燐酸鹽 ノ適當ナル水酸化

「イオ ン」ノ移動 ヲ起スニ因ルナラン.

欄筆スルニ當リ,終始御懇篤ナル御指導ヲ賜ヒ且御校閲ノ勢ヲ辱ウシタル恩師田部敎授,淸 水敎授ニ

滿腔ノ謝意ヲ表ス.

17



18　 近 森 茂 明 ,

文 献

1) 近 森 茂 明,岡 醫 維, 42, Jg
. 1963, 1930. 2) 近 森 茂 明,岡 醫 維43, Jg. 1946, 1931. 3)

 Bleyer, B., u. Schmidt, H., Bioch. Z. 135, 546, u. 138, 119 u. 141, 278, 1923. 4)伊 藤 挺, Arb. Med.

 Univ. Okayama. 2, 105, 1930. 5)伊 藤 挺, Arb. Med. Univ. Okayama. 2, 572, 1931. 6)唐 澤 利 千 雄,

 Jl. of Bioch. 6, 139, 7, 145, 1926/7. 7) 畠 山 柘 一, Jl. of Bioch. 8, 261 u. 371, 1927/8. 8) 關 藤 忠 雄,

 Jl, of Bioch. 11, 251, 1930. 9) 岡 村 竹 次, Jl. of Bioch, 8, 391, 1928. 10) 河 田 豐, Jl. of
. Bioch. 13,

 133, 1931. 11) Emden, G., u. Laquer, F., Zeitschr. f. physiol. Chem. 93, 94, 1914. 98, 181. 1917. 12) 

Emden, G., u. Zimmermann, M., Zeitschr. f. physiol. Chem. 141, 225, 1925. 167, 114, 1927. 13) Emden,

 G., Tost, H., u. Lehnartz, M., Zeitschr. f. pbysiol. Chem. 189, 261, 1930. 14) Harden, A., u. Young

, w. J., Proc. chem. soc. London. 21, 189, 1905. Bioch. Zs. 32, 173, 1911. 15) Young, w. J., Bioch.

 Zs. 32, 188, 1911. 16) 斯 波 叙 逸.醫 學 研 究, 3, 659, 1929. 17) 結 城,未 發 表, 1931. 18)

 河 田 豐, Arb. Med. Univ. Okayama. 3, Nr. 1, 1932. 19) Isaac, S., Z. f. physiolog. Chem. 89, 78, 1914.

 20) 藤 田 靖, Arb. Med. Univ． Okayama. 3, Nr. 1, 1932, 21) 藤 原 寛 治, Jl. of Bioch. 13, 43. 1931.

 22) 浦 城 二郞, Jl. of Bioch. 14, 123, 1931. 23) Neuberg, C., u. Karzag, L., Bioch. Z. 36, 60, 1911. 

24) Kobayashi, H., Bioch. Z. 6, 261, 1926. 25) Inoue, K., Bioch. Z. 7, 433, 1927. 26) Martland,

 M., Hansmann, F. S., u, Robison R., Brioch. Jl. 18, 1152, 1924.

18


